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1） 人口及び給水量の変化
給水人口は、微増傾向にありましたが、今後、減少に転じ平成39年度（2027年度）には
81,500人程度になると予想されます。
また、給水量については給水人口の減少及び節水機器の普及に伴い減少し、平成39年度

（2027年度）の1日最大給水量は25,200m3／日程度と予想されます。

2） 地震の被害
県内に被害を及ぼす可能性のある「南海トラフ地震」は、マグニチュード8～9クラスと大き

く、30年以内の発生確率が70％となっています。
「南海トラフ地震」が発生した場合、水道配水管の被害は1km当たり0.667か所と兵庫県南
部地震時の西宮市程度の被害を受けると想定されます。早急に、地震により被害を受ける可
能性が高い老朽化した塩化ビニル管の更新を行う必要があります。

1） 施設の老朽化
創設当初の施設は50年を超え、初期整備のピークである昭和45～47年に布設した管路は
法定耐用年数※38の40年を超えています。保有する施設の老朽化に伴う大量更新期の到来
に対応するため、今後、多額な投資をしていく必要があります。

法定耐用年数で更新した場合の事業額を以下に示します。

5 . 1 外部環境の変化

5 . 2 内部環境の変化

※38 法定耐用年数：地方公営企業法施行規則により定められた、減価償却積算を行うための会計制度上の年数。法定耐
用年数を超過すると「経年化資産」となり、更新の対象として区分される。

●解説

将来の事業環境第5章

図5.1　給水人口及び１日最大給水量の推移

図5.3　法定耐用年数で更新した場合の事業額
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将来の事業環境第5章

既に法定耐用年数を超過している管路や設備等が存在するため、「水道施設長寿命化計画」
（平成28年度）にて新たに更新年の設定を行いました。
新たに設定された更新年を基に、更新する管種を一部見直した後、将来の事業費の平準化
を図りました。

2） 料金収入（給水収益）の見込み
料金収入（給水収益）は、料金の改定を想定しない場合、給水人口の推計に伴い、減少して
いくと見込まれます。
新水道ビジョンの計画期間における水道料金の改定は予定していませんが、料金収入（給水
収益）の減少により、将来的な事業環境は現在よりも厳しいものとなっていくことが見込まれ
ます。

本市の水道事業は、水道の創設から現在に至るまで、水の安定供給を目指し、前水道ビジョ
ンでは、「安全で安心な水道事業を未来へ継承する」を基本理念に掲げました。これからもこの
思いを持ち続け、水道事業者の責務である安全で安心できる水の安定供給を次の世代に引き継
いでいくため、「尾張旭市新水道ビジョン」では、以下に示す基本理念に基づき水道事業を運営
します。

基本理念を実現するため、厚生労働省による「新水道ビジョン」が示す「安全」、「強靭」、「持続」
の3つの観点に基づき、本市水道事業の基本方針と基本施策を新たに定めました。

6 . 1 基本理念

6 . 2 基本方針

将来に向けての基本理念と基本方針第6章

図5.4　設定した更新年で更新し、更新する管種を一部見直した後、
事業費を平準化した場合の事業額

出典：「水道施設長寿命化計画」より算定
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